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会長挨拶� 加藤会長代理

　吉村会長欠席の為、代わって挨拶させていただきます。

　来年２月27日のＩＭに向けてすでに準備が進んでいます。

伊藤ガバナー補佐のもとに板倉実行委員長を中心として、組

織編制が進んでいます。私も講師の手配をはじめ総務全般に

わたって始めております。

　さて、先日ＮＨＫの番組で南三陸町のわかめ農家の震災後

の復興への取り組みを放映しておりました。200人程の人た

ちを取りまとめ事業再開へ大変な苦労を重ねている姿は感動

致しました。いかなる企業でもこの様な経営者が必要である

事を感じました。私も息子が東北で罹災しておりますので近

く行ってみるつもりです。

会務報告� 西田幹事

・帯広東ＲＣ例会、11月22日（火）は休会とします。

・帯広東ＲＣ、年次総会のご案内

　　日時　平成23年12月６日（火）

　　　　　午後０時30分〔例会時〕

・�帯広東ＲＣ、年末家族会開催のご案内

　　日時　平成23年12月13日（火）

　　　　　午後６時30分

　　場所　インザスイート　レストラン〔ザ・スープ〕

　　会費　一家族　2,000円

　来年の５月タイのバンコックで世界大会が開かれます。

　興味のある方はテーブルの資料をお持ちください。

委員会報告� 馬渕情報委員長

情報集会のご案内

〔テーマ：会員増強について〕

　今回、４つの班に分けて編成しました。副班長さんを決め

て普段欠席がちな方にも声をかけて頂ければと思います。11

月29日に５分程度の発表をして頂きます。推薦状が出てくれ

ばありがたいのですが、情報だけでも会長以下、入会への努

力をしますので宜しくお願いします。
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ニコニコ献金� 深澤親睦委員長

毅吉村会長　本日の例会は、出張の為、欠席させて頂きます。

西田幹事、加藤会長エレクト宜しくお願いします。

毅西田幹事　枯葉舞う　夕暮れに　ふと　人生を考える。

　　　　　　〔読む方も照れるんですが〕

毅久保会員　小野寺さん、稗貫さんのご来訪大歓迎します。

お二人の卓話、大変楽しみにしております。

毅庄内会員　今日はプログラムで社会奉仕委員会です。小野

寺一彦様のゲスト卓話です。宜しくお願いします。

毅福岡会員　結婚記念日のお祝いを頂きありがとうございま

した。

出席報告� 高橋出席委員長

■第1308回　会員数38名　当日出席26名

　メークアップ３名　合計29名　出席率81.0％

■第1310回　会員数38名　当日出席23名

　ゲスト２名　合計25名

プログラム� 庄内社会奉仕委員長

３・11忘れません！とかち祈り鶴の会　小野寺一彦�様

　とかち折鶴の会は当ＲＣの上野さんの発案で３月11日を忘

れないようにと東北にゆかりのある方を中心に結成されてい

ます。私も八戸出身の為、加えて頂いております。

　７月、９月と約120キロほど周りの写真をとってまいりま

した。とかく時間が経過しますと忘れがちになりますが、こ

の事を10年単位ぐらいで考え一体私たちは何が出来るのだろ

うかを考えてみたいと思っております。ご覧頂いたＤＶＤは

現地のボランティアの方々の記録です。罹災した少女の「命」

という作文が雑誌に載りましたが紹介させていただきます。

　学校の音楽の時間突然地震がきました。津波がきて、

何箇所にも火の手が上がりました。私はお兄ちゃんと友

達と必死に逃げました。夜一杯の味噌汁とおにぎり一個

でしたがたべれるだけでも幸せだと思いました。残った

のは、私と家族の命だけ、あとは、家をはじめ全てを無

くしました。感じたこと、学んだことは、今出来ること

は直ぐやる事、後回しにしてはいけない。

　油断した事で多くの方が亡くなりました。津波を甘く

みてはいけない。

　そして私たちは笑顔で生きていかなければならない。

過去は取り戻す事は出来ません。

　今やれる事をし、楽しむ事が出来なければ意味がない。

唯一残ったのは命です。

　私は亡くなった人の分まで生きようと思っています。

稗貫　秀次�様〔帯広北ＲＣ〕

　私は、今日、議員ではなく先祖が岩手という事もあり個人

としてまいりました。上野さんとともに５名で折鶴の会を結

成しました。今、継続的に移動ポスター展を行っています。

11月は清水のハーモニープラザで行っています。又、全国組

織で防災ボランティアドリームチームが出来その北海道支部

として活動しております。伝説の消防士と言われる高野さん

が全国から専門分野のエキスパートを集め、現地には６台の

衣食住の出来る大型トレーラーハウスが置いてありました。

　瓦礫の撤去に５年、復興には10年20年かかると言われてい

ます。

　一番必要なのは経済的な事で、是非皆様には資金の援助に

ご協力頂きたく思いますので宜しくお願い致します。

次回プログラム予定

　11月15日（火）〔ゲスト卓話〕 （メディア委員会）

　フィナンシャルプランナー　村瀬　明美 様

　〔値下がり恐怖の払拭・つみたて投資とは〕


